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子 ど も の 追 究 活 動 を 育 て る 小 学 校 社 会 科 指 導 法
一有田和正氏のネタ活用の授業を手がかりに－
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Referring to the Lessons bｙ Kazumasa Arita
Ｉ　 はじめに
社会の変化の波は大きい。先行き不透明な社会
にあって小学校において も 厂学級崩壊」 匚基礎学
力低下問題」など，様々な問題が存在している。
その問題の原因の一つとして，自分が興味のない
授業 に対しては一切取り組 もうとしないという現
代の子ども達の在り方かおる。 このような現状を
踏まえて，子ども達に興味を持たせ進んで課題を
見つけ解決させていく指導法の開発が求められて
いる。 こうした問題の解決の示唆を与えるものと
して，匚追究の鬼を育てる」実践の有田和正氏の
実践がある。氏の授業は，ユニークな 匚ネタ」活
用によって子ども達の興味を重視しながら，課題
を 匚鬼」 のように追究していく子ども達を育てる
ところに特長があるからである。
有田氏は，社会科で身に付ける力を 厂考える力」
と 匚調べる力」であるとしたうえで，匚『調べる
力』の中には，いろいろな面がありますが，いち
ばん大事なのは『見る力』だと思 っています。」1）
と述べて， 厂見る力」の重要性を説いている。そ
して， ネタにより 厂見る力」を付けさせることで，
社会事象を様々な視点でとらえさせ 匚はてな？」
を発見させ，追究活動を誘発させるとしている。
このことから，有田実践を研究していく上で， こ
の匚見る力」を解明していくことが重要な手がかり
になるといえる。
これまでの有田実践に関する先行研究は, 200
余りある。 これらの先行研究は，大きく分けて３
つに分類されるＯ有田氏の教育観 に関する研究，
ネタ論に関する研究，授業分析に関する研究であ
る。
教育観 に関する研究2）は，有EB 氏がどのような
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考えで授業を行っているのか，とくに追究活動と
ネタ論の関連について考察したものである。 この
研究においては，子どもに追究活動を行わせるた
めに，教師がネタを一方的に与えてよいかどうか
ということが中心に論じられている。が，いずれ
にしても，ネタを与えることで子どもに 匚見る力」‘
を付け，追究活動を持続的に行わせるという考察
がないという問題点がある。
授業 分析 に関する研究3 ）は， 有田氏が行った
個々の授業を分析した研究である。 この研究にお
いては，授業の本時目標をそのネタ｡によりどのよ
うに達成しているかというネタの内容面や指導法
についての考察がなされている。しかし，子ども
の側に立ちながら，一時間の授業の中でネタによ
りどのように指導がなされているのかその指導法
までは，言及されていないという問題点がある。
ネタ論に関する研究4）は，ネタの分類や役割に
ついて考察し た研究である。 この研究 において
は，ネタを分類し，そして役割を考察することで
その有用性を認めている。 しかし， ネタについて
面白く意欲的に追究させるために，子どもの心理
的反応のみを強調し，教師が与えるものという域
から出ていない。つまり， ネタと子どもの 匚見る
力」の関連の考察を欠いているという問題点があ
る。
以上のことをふまえ本研究において，子ども達
の追究活動を継続的に育てるために， ネタにより
追究視点を設定していることに着目する。まず，
子どもが追究活動をしている時に，対象をどのよ
うに見ているのか，追究活動の基本的形態を考察
する。次に，具体的に子どもは追究視点をどう設
定しているのか，子どもの追究視点について考察
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する。そして，この追究活動の基本的形態と子ど
もの追究視点を授業分析の視点として授業を分析
し，その結果から，子どもの追究活動を育てる
小学校社会科学習法はどうあるべきかを考察す
る。
Ｈ　有田和正氏の授業分析の視点
１　追究活動の基本的形態
授業中に対象をどのように見ながら追究活動を
しているのか，基本的な流れについて子どもの視
点からその基本的形態を考える。一般にものごと
を思考する方法には，帰納法と演繹法かおる。
この２つの方法について対象を見るということに
基づくと，追究活動の基本的形態について２通り
の展開が考えられる。
・帰納的展開：子どもの思考の流れが，さまざま
な具体的事例をもとにして全体・一般を見る方向
へ向かう追究活動展開。
・演繹的展開：子どもの思考の流れが，全体・一
般から具体的な事例を見る方向へ向かう追究活動
展開。
従って，一時間の授業における追究活動の基本
的な形態として，上の２つとその混合したものを
加え次の３つが想定できる。
ｉ　帰納的展開を中心とした追究活動形態
ii　演繹的展開を中心とした追究活動形態
沮　帰納的・演繹的展開に基づく追究活動形態
２　子どもの追究視点
追究活動の基本的形態の中で，子どもは追究視
点をどのように変えながら追究しているのかを，
追究視点の設定と方法によって考える。
（1） 追究視点の設定
子どもが追究活動を行う場合，追究視点を教師
が設定するのか，子どもが設定するのかにより，
追究視点の設定が次のように２つ想定される。
ａ　設定型：追究視点を，その時点で教師が設定
する型。
ｂ　自由型：追求視点を，子どもが自由に設定す
る型ｏ
（2） 追究視点の方法
子どもたちが追究活動を行う場合，対象を分析
的に見るか，比較して見るか，統合して見るかに
より，追究視点,の方法が次のように３つ想定され
る。
ア　分析的方法の視点：対象のある側面を分析的
に見ていく追究視点。
イ　比較的方法の視点：二つの対象を比べながら
見ていく追究視点。
ウ　統合的方法の視点：複数の対象を統合化しな
がら見ていく追究視点。
したがって，追究視点の設定と方法に基づいて
子どもの追究視･氛を類型化すると表 工のように６
通り考えられる。
表１　子どもの追究視点の類型
ア　分析的方法
の視点
ィ　比較的方法
の視点
ゥ　統合的方法
の視点
ａ設定型 ① 分析視点設定型 ③ 比較視点設定型 ⑤ 統合視收設定型
ｂ自由型 ② 分析視点自由型 ④ 比較視戝自由型 ⑥ 統合視点自由型
Ⅲ　有田和正氏の授業分析と考察
有田氏の授業（１４事例）を，３つの追究活動
の基本的形態ごとに，上の子どもの追究視点に基
づいて分析し，考察した。
１　帰納的展開に基づく追究活動形態の授業
帰納的展開に基づ く追究活動形態の授業の事例
は， ４事 例ある。 匚わたしがうまれてから」の授
業，厂バスの運転手」 の授業，匚ポストづくり」の
授業，匚巨大パ ン」 の授業である。典型事例とし
て「バスの運転手」の授業を紹介する。5）（表２
参照）
導入において, S  Q  1「バスを知 っている人，
手をあげなさい。」 の発問により， これから学習
するバズの全体を，子ども達の頭にイメージさせ
ている。この時，子ども達に，過去自分がバスに
乗った経験やバスに関して自由に思い出させるこ
とにより， バ スにつ いて既知であると子ど もに
認識させている。つまり，導入において は演繹的
展開 によりバス全体をイメ ージさせ， 統合視点
自由型でバスの経験や知識を統合的に結びつけさ
せ，考察対象としてのバスを自由 に想起させてい
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表２「バスの運転手」の授業実践の分析
過程 追究活動の
基本的展開
発問 発問の特質 子どもの
追究視点
導入 演繹的
展開
SQ  1　バスを知っている人､手を挙げな
さい。
バスを知っているか問うことにより、
子ども達の頭の中に自分自分の知識や
経験と結び付けながらバスをイメージ
させる。
統合視点
自 由 型
展開
１
帰納的
展開
S Q 2　バスにはタイヤがいくつ　つい
ていますかo
数という極めて具体的ものを間うこと
で困惑させる。始めは、比較的分かっ
ていると思われるものから問う。
分析視点
設 定 型
S Q 3　バスには、つり革が何個ついてい
ますか。
数が多くなり次第に、分かりにくくさ
せる。
分析視点
設 定 型
S Q 4　座席の数はいくつある？ 数が多い、しかもどこからどこまで一
個なのかはっきりしないものを問う。
分析視点
設 定 型
S Q 5　ブザーの数は？ 数が多い、そしていろいろなところに
付いているものを問う。
分析視点
設 定 型
SQ  6　窓ガラスの数？ はっきり見えずしかもどこからどこま
で一枚かはっきりしないものを問う。
分析視点
設 定 型
展開
２
帰納的
展開
S Q 7　（ミラーを取り出す）これは、ど
こについているの？
運転手が見ているミラーの位置を確認
し、ＳＱ８へとつなげる。
分析視点
設 定 型
S Q 8　運転手は､運転する時どこを見て
運転するでしょう。
子どもの視点を運転手に近づけ、運転
手の周りの状況から運転手の見ている
ものを問う。
統合視点
設 定 型
S Q  9　みんなのお父さんやお母さんが
運転する時、どこを見る。
運転手がどこを見て運転するのかを考
えさせやすくするために、家の人の運
転と比較させる。
比較視点
設 定 型
BQ  1　バスの運転手は､運転している時
何を考えているでしょう？
ＳＱ９よりさらに、視点を運転手に近
づけさせ思考を問うことで安全に働い
ている工夫に気付かせる。
統合視点
自 由 型
整理
発展
帰納的
展開
S Q  1 0　 バスの運転と電車の運転はど
ちらが難しいでしょう。
バスと電車の運転の難しさをそれぞれ
の子どもの視点で比較しながら追究さ
せることで、それぞれの運転の特長を
つかませる。
比較視点
設 定 型
るＯ
展開１において， バスの部分を「数」という設
定された視点で分析追究させている。 SQ  2 「バ
スにはタイヤがいくつ　 ついていますか。」, SQ
３ Ｆ‾バスには，つり革が何個ついていますか。」，
ＳＱ４「座席 の数 はいくつある？」, S  Q  5 「ブ
ザーの数は？」, s  Q  6 「窓ガ ラスの数 ？」 のよ
うに，始めは比較的簡単なものから，次第に数が
多く難しくなるものを問い，子ども達を困惑させ
ている。 このように子ども達を，バスについて既
知の状態から未知の状態にすることで，調べてや
ろうという追求意欲を湧き起こしている。つまり，
展開１においては，帰納的展開によりバスの部分
に着目させ，バスの部分を数という設定された視
－
点により分析視点設定型で追究させている。
展開２において, S  Q  7 厂ミラーを取り出しこ
れはどこについているのＯ」 とバスの中にあるミ
ラーの位置を追究 させている。 この後, S  Q  8
匚運転手は，運転する時どこを見て運転するでしょ
う。」の発問により，子どもの考察対象をミラー
（モノ）からそれを見てい る運転手 の視線へ転化
させている。つまり，考察対象をモノから大へ転
化させ，運転手のまわりの状況を統合させながら，
運転手の視線 という設定された視点で追究させて
いるＯさらに, S  Q  9 匚みんなのお父さんやお母
さんが運転する時どこを見る？」の発問により，
家の人 の運転する時の視線を考えさせバスの運転
手と比較させることで, S  Q  8 を一層深く考えさ
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せている。 BQ  1 匚バスの運転手 は，運転してい
る時何を考えているでしょう？」 の発問により，
バスの運転手 の思いや願いを周りの状況を統合さ
せ自由に想像させながら追究させている。 このよ
うに有田氏 は，子どもの考察対象をミラー⇒それ
を見ている運転手の視線⇒そして運転手の思考と，
モノから人へと連続的に移させることで本来のね
らいである運転手の願いへと結びつけさせている。
つ まり，展開 ２においては，帰納的展開によりバ
スの部分に着目させて， ミラーというモノに着目
させ分析視点設定型で追究させる。そして，運転
手の視線を，運転手のまわりの状況を統合させな
がら統合視点設定型で追究することにより，考察
対象をモノから人へ転化させている。
整理発展において， ＳＱ 士Ｏ 厂バスの運転手と
電車の運転手はどちらが難しいか」の発問により，
バスと電車の運転を比較させることでそれぞれの
特徴を追究させている。この時，子ども達はバス
と電車の運転を難しさという視点で追究させなが
ら，話し合い活動を展開させオープ ンエンドで授
業を終え次時の課題につなげている。つまり，整
理発展においては，帰納的展開によりバスと電車
の運転に着目させ，難しさという視点で比較視点
設定型で追究させている。
このように，匚バスの運転手」 の授業では，始
めバスを大まかにイメージさせたあとに，帰納的
展開により，モノを数という分析視点設定型で繰
り返し追究させる指導をしている。そして，モノ
から人へと考察対象を変えさせながら統合視点設
定型で追究させる指導をしている。最後に，次時
につなげるためにバスの運転手と電車 の運転手を
帰納的展開により，それぞれを比較視点設定型で
追究させる指導をしている。
この授業の追究活動を育てる指導法の特質とし
て，次のことが挙げられる。帰納的展開により，
モノに着目させ数という教師によって設定された
追究猊点,で繰り追究させているので，子どもにとっ
て追究しやすいという利点がある。したがって，
対象学年としては，追究視点を教師が与えるので，
発達段階を考えると低学年に向いている指導法で
ある。また，追究させる時に繰り返し同じ追究視
点を使わせることで，その追究視 曵の定着をねらっ
ていることも特質としてあげられる。
２　演繹的展開に基づく追究活動形態の授業
演繹的展開に基づく追究活動形態の授業 の事例
は， ７事例ある。 厂町のうつりかわり」 の授業，
厂道 と商店街」の授業，「‾高知平野の野菜の早つく
り」の授業，厂富士山の見える日」 の授業，匚第 ３
次産業　 『宅配便』」 の授業，匚農民のくらし」の
授業，厂大名行列」 の授業である。典型事例 とし
て 厂町の うつ りかわり」 の授業 を紹介す る。6）
（表 ３参照）
導入において， ＳＱ 工「‾今日は『学校ができた
ころ（百年前）東京の町はどこまでか』というこ
とを考えるのだったね。」 の発問により，学習課
題を想起させている。つまり，導入においては帰
納的展開により分析視点自由型で，児童の記憶の
中から学習課題を想起させている。
展開１において, BQ  1 匚百年前，学校がで き
た頃ね，東京の町の範囲は何処くらいまでだった
と思い ますか。」 の発問により，学習課題に対し
て予想をさせている。つまり，展開１においては
演繹的展開により東京の地図全体を頭の中にイメー
ジさせ，分析視点自由型で自分なりの視点で町の
境 はどこかと分析させている。
展開 ２において，始めに百年前の東京の町の地
図資料を提示し資料の全体像をつかませている。
そして, S  Q  2 匚へえーこの数字は，寺の数です
か。」 の発問により資料の中の数字の意味につい
て追究させている。次に, s  Q  3 「大 きな墓地を
つくるとき，どんなところにつくるのだろうね。」
の資料の中の事実の存在理由（大きな墓地 はどこ
にあるか）をさまざまな事を統合させて追究させ
ている。この追究 により， 厂大きな墓地 は，町の
郊外にある。」 という新しい視点を子 供たちに得
させている。 さらに別 の資料を提示し, S  Q  4
「そうね。 これを見てごらん。」の発問により，こ
の新しい視点を用いて別の資料を追究させている。
このように，新しい視点で発見させるだけでなく，
実際に別の資料をその新しい視点を用いて，追究
させているＯつ まり，展開２において，始めに演
繹的展開により資料全体をつかませ，統合視 点自
由型で資料の数字の意味を周りの数字の分布を統
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表３　「町のうつりかわり」の授業実践の分析
過程 追究活動Ｃ
基本的展隰
発問 発問の特質 子どもの
追究視点
導入 演繹的
展開
SQ  1　 今日は「学校ができたころ（百
年前）東京の町はどこまでか」とい うこ
とを考えるのだったね。
本時の学習課題をつかませる。 分析視点
自 由 型
展開
１
演繹的
展開
BQ  1　 百年前、学校ができた頃ね、東
京の町の範囲は何処くらいまでだったと
思いますかo
百年前の東京 の町の範囲を 自由型 の
視 収で追究させる。
分析視点
自 由 型
展開
２
演繹的
展開
S  Q  2　 へえ－この数字は、寺の数です
か。
数字の分布から数字に含まれる意味
を自由型の視点で追究させる。
統合視点
自 由 型
帰納的
展開
S  Q  3　 大きな墓地をつくるとき、どん
なところにつくるのだろうね。
大きな墓地とい う事実の存在理由を
自由型の視点で追究させる。
統合視点
自 由 型
演繹的
展開
S  Q4　 そうね。これを見てごらん。
S  Q  5　 そう。これが、小平墓地、これ
が多摩墓地、これが八王子霊園o 千葉の
松戸市にも八柱霊園というのをつくって
いるね。
新しい視点で新しい資料を読み取ら
せる。
分析視点
設 定 型
整理
発展
演繹的
展開
S  Q  6　 次の時間にそれ（どうして町の
範囲が広がったか｡）をやろう。
町の広がりの理由を追究させる。 統合視点
自 由 型
合させながら，各自の視点で追究させている。そ
して，帰納的展開により考察対象を「大きな墓地」
に限定させ，その存在理由を統合視点自由型 によ
りさまざまなことを統合させる中で，新しい追究
視点を獲得させている。さら此，演繹的展開によ
り別の資料を，この新しい視点を用いて分析視点
設定型により追究させている。
整理発展 において, S  Q  6 「次の時間にそ れ
（どうして町の範囲が広がったか。）をやろう。」
の発問により，本時によって得られた「東京の町
は広がっている」 という知識 の事由を聞き，子ど
もの考察対象を広 げさせている。つまり，整理発
展において演繹的展開により「なぜ東京の町は広
がったか」と考察対象を広げさせ，結合視点自由
型でその理由を様々な事実を結合させている。
このように「町のうつりかわり」 の授業では，
学習課題を確認させた後，演繹的展開により資料
を概観させる指導をしている。そして，墓地はど
のようなところにあるかを考えさせる中で，「墓
地は郊外にある」という新しい視点を統合視点自
由型で獲得させる指導をしている。獲得された新
しい視点を用いて，別の考察対象について分析視
点設定型で問題を考え させ，次時 につなげてい
る。
この授業の追究活動を育てる指導法の特質とし
て，次のことが挙げられる。演繹的展開により資
料を概観させながら統合視点自由型で，子ども達
に新しい追究視点を自力で獲得させている。 した
がって対象学年としては，発達段階を考慮すると，
教師により追究視点 があらかじめ設定されていな
いので，低学年よりも３年生あるいは４年生以上
がふさわしい。 また，一度獲得させた新しい追究
視点を用いて，別の考察対象についても分析視点
設定型で追究させる指導している。このように，
繰り返し新しい追究視点を使わせることにより，
その追究視点を子ども達に定着させている。
３　帰納的・演繹的展開を中心とした
追究活動形態の授業
帰納的・演繹的展開を中心とした追究活動形態
の授業 の事例 は， ３事例ある。「一寸法師」 の授
業，「 わたしの家族 は１２人」 の授業，「『戦後
４６年』と湾岸戦争」 の授業である。典型事例と
して，「一寸法師」の授業を紹介する。7）（表 ４参
照）
導入において，一寸法師の絵や歌のレコードを
用いた後に, SQ1 「一寸法師のあらすじを思い
出せたかな」の発問により，一寸法師の話の内容
を分析させているＯ つまり，導入においては帰納
的展開により一寸法師を思い起こさせ，分析視点
設定型でその話のあらすじをつかませている。
展開１において, S  Q  2 「一寸法師は都へ何を
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しに行ったか。」 の発問により，一寸法師の行動
の目的を分析させている。つまり，展開１におい
ては帰納的展開により，一寸法師に着目させて分
析視点 設定型で その行動の目的を分析させてい
る。
展開２において, B  Q  1 厂おきかえて考えたわ
けだね。一寸法師は何者か。お もしろいね。」 の
発問により，歴史上すべての人物を考察対象にお
かせて，一寸法師によく似た人物という視点で追
究させている。さらにＳＱ３ 匚体が小さいという
こと？」で，再び一寸法師の行動について目を向
けさせ，体が小さいということはどういうことか
その意味や象徴性など自分なりの視点で分析しな
がら追究させている。 S Q  4 「‾願いは庶民の願い
だ。それを秀吉で代表したわけだね。だから秀吉
がモデルだ。」 の発問 により， 再び歴史上の人物
を考察対象におかせ，一寸法師という視点で追究
させている。つまり，展開 ２においては，演繹的
展開により歴史上の人物を考察対象 におかせ，分
析視点設定型で一寸法師のモデルという視点で追
究させる。そして，帰納的展開により一寸法師に
目を向けさせ，その象徴性を分析視点自由型によ
り追究させる中で，子ども達に新しい一寸法師の
モデルという新しい視点を獲得させる。さらに，
演繹的展開により再び考察対象を広げ，その新し
い視点を用いて，分析視点設定型で追究させてい
る。
整理発展において, S  Q  5「そうすると，小さ
い体というのは勢力が小さいということを表して
いるんだね。そして，都に行って手柄をたてて願
いを実現していくようなそういうことができる世
の中だ。このような時代は他にないかな。」の発
問により，すべての時代を考えさせて，一寸法師
に関係する願いが実現できる世の中にあてはまる
ものを追究させている。つまり，演繹的展開によ
り歴史上の人物を考察対象におかせ，願いが実現
できるという視点により，分析視点設定型で追究
させている。
このように 匚一寸法師」の授業では，演繹的展
開により一寸法師の話をレコードなどで思い出さ
せている。その後，帰納的展開により一寸法師の
行動を分析視点自由型で追究させて，一寸法師像
を持たせる指導をしている。そして，「一寸法師
のモデルはだれか」を↓ 歴史上の人物全体の中で
演繹的展開により，分析視点設定型で追究させる
指導をしている。さらに，帰納的展開によりその
表４　「一寸法師」の授業実践の分析
過程 追究活動の
基本的展開
発問 発問の特質 子どもの
追究視点
導入 演繹的
展開
S Q 1　一寸法師のあらすじを思い出し
たかな。
絵を見せ､ 一寸法師の話を思い出せ確認
して子どもの思考にまとまりをつけさ
せる。
分析視点
設 定 型
展開
１
帰納的
展開
S Q  2　一寸法師は都へ何をしに行った
か。
一寸法師の行動や願いを確認して、子
どもの思考にまとまりをつけさせる。
分析視点
設 定 型
展開
２
演繹的
展開
BQ  1　おきかえて考えたわけだね｡一寸
法師は何者かおもしろいね。
歴史上の人物を一寸法師という視点
で、追究させる。
分析視点
設 定 型
帰納的
展開
S Q 3　体が小さいということは勢力が
ないこと？
体が小さいことということは、何を意
味しているか様々な視点で分析させ
る。
分析視点
自 由 型
演繹的
展開
S Q 4　願いは庶民の願いだ｡それを秀吉
で代表したわけだね｡だから秀吉がモデル
だo
歴史上の人物を一寸法師という視点で
再び追究させるo
分析視点
設 定 型
整理
発展
演繹的
展開
S Q 5　小さい体というのは勢力が小さ
いということを表しているんだね。そし
て､都に行って手柄をたてて願いを実現し
ていくことができる世の中だ｡このような
時代は他にないかなo
時代全体を見渡し、願いが実現できる
世の中という視点で追究させる。
分析視点
設 定 型
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一寸法師像をもう一度検討させ，整理・発展にお
いては再び演繹的展開により，一寸法師のモデル
を追究させる指導をしている。
この授業の追究活動を育てる指導法の特質とし
て，次のことが挙げられる。演繹的展開と帰納的
展開を交互に繰り返しながら，新しい追究視点を
分析視･氛自由型で獲得させている。その時，教師
が新しい追究視点の枠組みを決めないで，子ども
が様々な情報をもとにして，新しい視点を自分な
りに獲得させる指導をしている。したがって対象
学年としては，追究視点は教師によって設定され
ていないが，子どもが学年の発達段階に合わせて
一人ひとり自由に設定すればよいので，どの学年
でも実践可能である。
IV　おわりに
有田氏の授業を分析した結果，以下のような特
質かおることが分かった。
・追究視点,の獲得法としては，主に低学年におい
ては教師が分析視点,設定型で設定し，主に中学
年以上においては子どもが試行錯誤しながら統
合視･氛自由型で設定させる。
・獲得した新しい追究視点,を用いて，繰り返し分
楫視点設定型で追究させることで，その追究視
点を定着させることができる。
・繰り返し追究させる時，追究視点はそのままで
考察対象を変えることで，子ども達に飽きない
で追究させることができる。
本研究は，ネタと追究視点の関係に目を付け，
子どもの追究視l氛の設定と方法をもとに有田氏の
授業を手がかりにして，その指導法を考察した。
本研究の意義として次のことが挙げられる。こ
れまでの有田氏の研究とは異なり，ネタに含まれ
る追究視点,の設定という新しい視曵に着目し，追
究視曵という子どもの視点に立った指導法を考察
した。本研究の結果をもとにすれば，子どもの視
点に立った授業モデルを開発することが可能であ
る。さらに，自分の興味のない授業に対して取り
組もうとしない現代の子ども達が，興味を持って
進んで課題を見つけ，解決していくようになる一
つの方法を与えるものである。
今後の課題として，開発視点,を明らかにしたう
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えで，本研究の成果をもとに授業モデルを開発す
ることが挙げられる。
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